
200ml献血由来の赤血球濃厚液の
安全性と有効性の評価及び初回献
血を含む学校献血の推進等に関す

る研究（H25-医薬-一般-022） 
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「呼吸困難」等の重篤な輸血副作用の発生状況から見たリスク比較 

輸血副作用件数 200ml由来（1単位） 400ml由来（2単位） 血小板製剤等 
679 22（3.2％） 273（40.2％） 384（56.6％） 

　 赤血球製剤 血漿製剤 赤血球製剤 血漿製剤 　 
19 3 210 63 

200mlと400ml由来製剤別の症例報告数とその頻度 

　 赤血球製剤 
症例報告数 供給本数 

症例報告頻度 
（10,000本当た

り） 
血漿製剤 
症例報告数 供給本数 

症例報告頻度 
（10,000本当

たり） 
200ml
由来 
（1単
位） 

19 427,517 0.44 3 61,956 0.48 

400m
由来 
（2単
位） 

210 3,006,8
58 0.70 63 733,722 0.86 

浅井隆善先生	
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病院数	

１単位製剤使用本数	

赤血球１単位製剤の使用状況 
（平成24年度血液製剤使用実態調査より） 

実態調査回答総数　　　　　　　　　　 4812病院	
RCC１単位製剤の使用実績あり 　　 2663病院	  	  	  	  	  	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  （55%）	

岩尾憲明先生	

・「小児・新生児」、「高齢者」、「低体重者」に使用	  
・低体重者が心不全を起こさないために使用	  
・心不全や透析の患者に使用	  
・少量で連日輸血したい場合に使用	  
・過剰輸血が避けられる	  
・少量ずつ様子を見ながら輸血ができる	  
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•  新生児・小児の輸血に1単位製剤は必要とする施設が大多数。	
•  成人の診療もしている施設では、高齢者にも意図して１単位製剤

を投与しているケースがあった。	
•  緊急に１単位製剤が欲しいときに入手しづらく、2単位製剤で対応

せざるを得ない施設があった。	
•  1単位製剤を受け入れてもいいというスタンス、あるいは1単位製

剤の使用実績のある病院には、1単位製剤の供給が集中して、2
単位製剤の使用が望ましい症例にも1単位２本になることの不満
があった。	

赤血球1単位製剤の小児患者での使用状況アンケート調査 
アンケート送付　 93施設（全国の総合周産期母子医療センター） 
回答施設数 69施設 （回収率74.2%) 

梶原道子先生	
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赤血球1単位製剤の成人患者で
の使用状況アンケート調査	

アンケート送付　	
688施設（栃木県、山梨県、
神奈川県、千葉県、新潟県）	

回答施設数	 219施設	 （回収率31.8%)	

有効回答数	 358	

	
1単位製剤	
　	
　	

使用した	 283（79.0%）	

使用しなかった	75（20.9%）	

岩尾憲明先生	
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献血ドナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

日本赤十字血液センター	

赤血球1単位製剤の需要と供給のミスマッチ	

受血者／医療機関　　　　　　　　　　　　　　　　　	
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全血採血	 成分採血	

200mｌ採血	 400mｌ採血	 血漿	 血小板	

1回採血量	 200mｌ	 400mｌ	 600ｍｌ以下	 400ｍｌ以下	

	
年齢 
	

16～69歳#	
男性17～69歳# 
女性18～69歳#	

18～69歳#	
男性18～69歳# 
女性18～54歳	

体重	
男性45ｋｇ以上 
女性40ｋｇ以上	

男女とも 
50ｋｇ以上	

男性45ｋｇ以上 
女性40ｋｇ以上	

最高血圧	 90ｍｍHg以上	

血色素	
血色素量 
男性12.5ｇ/ｄｌ 
女性12.0ｇ/ｄｌ	

血色素量 
男性13.0ｇ/ｄｌ 
女性12.5ｇ/ｄｌ	

血色素量# 
12.0ｇ/ｄｌ	

	
血色素量 
12.0ｇ/ｄｌ 
	

血小板数	 －	 －	 －	
15万/μｌ以上 
60万/μｌ以下	

採血基準	

#、別途基準あり	
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日本赤十字社　松崎浩史先生 
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女性献血者が200ml 献血した理由（平成24年度） 

日本赤十字社　松崎浩史先生	
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高梨 美乃子．VVRのリスク解析．血液事業.	  33(4):	  455-‐457,	  2011.	
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日本赤十字社　松崎浩史先生	
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静岡県の高校生に対する献血に関するアンケート 
参加高校	 学年	 アンケート回収率	 性別	

献血の経験	 献血への関心	 採血への恐怖	 ボランティア活動の経験	

竹下明裕先生 	
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あなたが初めて献血する場合、献血に抵抗を感じますか?　 
ー静岡県の高校生16,333人へのアンケート調査（1次, 2次）ー 

400ml献血 

はい	
30%	

いいえ	
27%	

わからない	
42%	

はい	
41%	

どちらかというと、
はい	
31%	  

どちらかというと、
いいえ	
14%	

いいえ	
12%	

200ml献血 

竹下明裕先生 	
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輸血用血液は足りていると
思う	

その他	

献血に抵抗を感じるとお答えになった方にお聞きしま
す。その理由は何ですか？（複数回答可） 

ー静岡県の高校生16,333人へのアンケート調査（1次, 2次）ー 

400ml献血 200ml献血 

竹下明裕先生 	
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今回の研究で明らかになったこと、 
今後課題 

•  赤血球1単位製剤には一定の需要がある 
　　　心負荷を避ける患者（小児、低体重者、心疾患、腎 
　　　不全、高齢者） 
　　　赤血球1単位製剤の心負荷防止効果には検証が必要 
•  学校献血では献血者への健康不安の解消が必要 
　　　学校と生徒両者への献血の啓発と採血副作用への丁寧が 
　　　対応が必要 
　　　初回は200ml献血が望ましいか 
•  赤血球1単位製剤の需給のミスマッチを防ぐ対策が必要 
　　　需要＝供給（採血）のコントロール 
•  低体重者（特に、女性）への安全性の配慮 
　　　需給バランスを維持しながら、採血基準の見直しが　　　　 
　　　必要ではないか 
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